
Ⅰ 管内農業・農村の出来事や新たな動き

1

2 【高千穂町・日之影町】完熟きんかんの初セリが行われました

3 【県内】第68回 宮崎日日新聞　農業技術賞贈呈式が開催

4 【管内】1月期子牛セリ市の開催

5 【県内】令和７年度 鳥獣害対策技術向上研修

6 【管内】畜産研修会の実施

7 【県内】「みやざき花の祭典２０２６」の開催 ～ ラナンキュラス（シャルロット）が特別賞～

Ⅱ 主な普及指導活動等の取組み

1 プロジェクト（総合、専門）に関する普及活動

[総合：集落営農等サポート体制、担い手の確保、規模拡大、６次産業化　等]

[専門：ミニトマト、キンカン、ラナンキュラス、りんどう]

1 【全域】就農相談会の開催

2 【全域】令和７年度新規就農者交流会の開催 

3 【高千穂町】高千穂ファーマーズスクール検討会

4 【管内】高千穂地区営農振興協議会作物部会の開催

5 【管内】高千穂地区営農振興協議会野菜部会（第10回）の開催

6 【高千穂町・日之影町】きんかん目揃え会及び出荷説明会に参加

7 【管内】高千穂地区果樹産地協議会幹事会の開催

8 【管内】高千穂地区営農振興協議会果樹部会（第10回）の開催

9 【管内】高千穂地区果樹産地協議会委員会の開催

10 【管内】高千穂地区営農振興協議会花き部会（第10回）の開催

11 【管内】ラナンキュラス現地検討会を実施

2 プロジェクト（総合、専門）以外の普及活動(一般活動)

1 　西臼杵地区認定農業者協議会役員会の開催

2 西臼杵農業改良普及事業協議会幹事会の開催

西臼杵地域の普及活動（普及活動月報）

目次

令和８年１月　西臼杵支庁　　  

（西臼杵農業改良普及センター）

【高千穂町・日之影町】新たなみやざきブランド認証制度による「完熟きんかん」の産地認定証
の交付式

- 1 -



管内農業・農村の出来事や新たな動き

1

【みやざきブランド産地認定書の
交付式】

2 【高千穂町・日之影町】完熟きんかんの初セリが行われました

【初競りの様子】

3 【県内】第68回 宮崎日日新聞　農業技術賞贈呈式が開催

【宮崎日日新聞農業技術賞贈呈式】

4 【管内】1月期子牛セリ市の開催

【セリ市研修会】

　13日、ＪＡみやざき高千穂地区本部本所本部長室において、
標記認定書の交付式が開催されました。令和７年度から新しい
ブランド認証基準により、完熟きんかん「たまたま」が認証さ
れ、みやざきブランド推進西臼杵地域本部長からＪＡ高千穂地
区本部長に認定書が授与されました。
　佐藤本部長からは「認証をしっかり受け止め、完熟きんかん
の15日の解禁に向けて、組合員の販売に関係機関と連携して取
り組んでいく」と述べられました。
　今後もみやざきブランドとして安定した品質を消費者に届け
られるよう関係者と連携し、栽培指導を行っていきます。

　16日、宮日会館（宮崎市）において、本県農業の発展に貢献
した農業者に贈られる「宮崎日日新聞農業技術賞」の贈呈式が
開催され、管内からは、団体部門で受賞となった高千穂町「徳
別当棚田受託組合」代表の佐藤 公也氏が出席しました。
　今回の受賞では、「日本の棚田百選」に選ばれた棚田を守る
様々な地域活動や地域活性化に向けたイベント開催等、多角的
で地域住民が一体となった活動が評価されました。
　今回の受賞は、地域の皆さんも大変喜んでおられ、今後の中
山間地域の農業振興に繋がるものとなりました。

 　20日、21日の２日間、高千穂家畜市場において、１月期子
牛セリ市が開催されました。
　上場頭数は、２日間合計478頭（雌　215頭、去勢　263頭）
で、平均売却価格は雌　736,065円、去勢　820,408円となりま
した（税込）。
　セリ開始前に行う生産者向け研修会では、「子牛の腹づく
り」をテーマに情報提供を行い、購買者の求める子牛づくりの
一環として腹作りの重要性を周知しました。
　研修終了後は畜産相談ブースを設け、研修内容の質問やその
他相談対応を行いました。

Ⅰ

　15日、延岡綜合卸売市場において、完熟きんかんの解禁ＰＲ
及び初競りが行われ、高千穂地区からは、きんかん部会員２
名、ＪＡ担当者、普及センターが参加しました。
　県北地域のきんかんが並び、競り開始前には、各産地の部会
長からのあいさつがありました。
　高千穂地区工藤部会長からは、「夏の暑い日が続いたが、か
ん水や遮熱等を意識し、頑張ってきた。良いきんかんを出荷し
ていくので、販売につなげてほしい」と話されました。
　今後、きんかんの出荷が本格化しますが、出荷終了まできん
かん部会の出荷が順調に進むよう支援していきます。

【高千穂町・日之影町】新たなみやざきブランド認証制度による「完熟きん
かん」の産地認定証の交付式
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5 【県内】令和７年度 鳥獣害対策技術向上研修

【アライグマの爪痕（五ヶ瀬町）】

6 【管内】畜産研修会の実施

【畜産研修会】

7 【県内】「みやざき花の祭典２０２６」の開催
～ ラナンキュラス（シャルロット）が特別賞～

【受賞作品：ラナンキュラス
（シャルロット）】

主な普及指導活動等の取組み

1 プロジェクト（総合、専門）に関する普及活動

1 【全域】就農相談会の開催

　29日、普及センターにおいて、総合農業試験場鳥獣被害対策
支援センター主催の標記研修が開催され、管内からは猟友会及
び関係機関･団体から計31名が参加しました。
　室内研修では、専門家からの中・小型獣の生態及び被害防止
対策に関する講演が行われました。現地研修では専門家ととも
に五ヶ瀬町内のアライグマ痕跡調査を行い、数カ所でアライグ
マの爪痕を確認しました。
　普及センターでは、今後も引き続き鳥獣被害対策支援に取り
組んできます。

　30日、高千穂家畜市場において、肉用牛繁殖経営生産者を対
象に、県とＮＯＳＡＩ宮崎との合同主催で、標記研修会を開催
しました。テーマは、「敷料と堆肥について」で、普及セン
ターからは「堆肥製造のポイント」を中心に説明しました。会
場には、各種敷料や堆肥など研修の参考になるようなサンプル
資材を展示し、参加者は研修会終了後に展示物を見たり、触っ
たりしながら研修会の内容やこれまでの体験を共有していまし
た。
　今後も研修会等を通して、生産者の一助となるような技術提
供や支援に努めていきます。

　１月31日、２月１日の２日間、県産の花の魅力を発信する
「みやざき花の祭典２０２６」が宮崎市のイオンモール宮崎に
おいて開催されました。西臼杵地域では、ラナンキュラス11
点、スイートピー４点の計15点を出品し、たくさんの来場者に
花を楽しんでいただきました。
　今回は、数年に１度の品評会が開かれ、西臼杵から松本陽介
氏が出品したラナンキュラス（品種：シャルロット）が特別賞
を受賞しました。

Ⅱ

[総合：集落営農等サポート体制、担い手の確保、規模拡大、６次産業化　等]

[専門：ミニトマト、キンカン、ラナンキュラス、りんどう]

　就農を希望する相談者５名に対し、各町担当者及びＪＡと共に、以下の支援を行いました。
・28日、高千穂町１名（希望品目:きんかん）
・28日、日之影町２名（希望品目：１名が栗及び農産加工、１名がレモン及び菊芋等）
・７日、13日、14日五ヶ瀬町３名（希望品目：１名が促成イチゴ、２名が茶）
　相談会では、農地等の就農準備状況の聞き取りや経営収支計画の作成支援、経営発展支援事
業活用等を行いました。
　今後も関係機関等と連携して、相談者の意向も踏まえた支援を行っていきます。
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2 【全域】令和７年度新規就農者交流会の開催 

【新規就農者交流会】

3 【高千穂町】高千穂ファーマーズスクール検討会

4 【管内】高千穂地区営農振興協議会作物部会の開催

【米の食味試験】

5 【管内】高千穂地区営農振興協議会野菜部会（第10回）の開催

【野菜技術員会】

　15日、農業共済組合北部センター西臼杵支所において、標記
野菜部会を開催しました。
　会議では、令和８年度の展示ほ計画や防除暦、雇用拡大に向
けて作成した収穫作業マニュアルの検討を行いました。
　また、令和８年度から始まる長期計画（後期計画）の普及セ
ンターの取組計画について説明を行いました。
　今後も関係機関・団体と連携し、野菜振興に取り組んでいき
ます。

　14日、普及センターにおいて、標記作物部会を開催しまし
た。「令和８年度水稲栽培こよみ」の内容確認と共に、次年度
の水稲の展示ほの設置(新品種、除草剤等、定点調査）につい
て協議しました。また、次年度から栽培が始まる新品種「ひな
た舞」と既存品種との食味試験を行いました。「ひなた舞」
は、大粒で食味が良いなど優れた点が多く、また高温耐性もあ
ることから、これから地域での栽培面積の増加が期待されてい
ます。
　普及センターとしても、今後、「ひなた舞」の栽培指導に向
けた準備を進めていきます。

　28日、普及センターにおいて、高千穂町およびJA担当者と、標記検討会を実施しました。
　検討では、就農サポート体制の更なる充実や卒業生（３名）の営農状況に関する情報共有を
行いました。
　今後も、関係者と連携し、新規就農者の確保や就農後の安定経営等に向けた支援を行って参
ります。

　27日、普及センターにおいて、標記交流会を開催しました。
この交流会は、就農５年未満の新規就農者及び就農予定者の課
題や悩みを地域の皆で相談し合える環境づくりを目的に、毎年
開催しており、当日は、新規就農者10名、就農予定者５名、農
業経営指導士（以下：指導士）４名、SAP２名、関係者19名の
合計40名が参加しました。
　はじめに、指導士の甲斐雅也氏から、これまでの農業経験や
SAP活動での課題解決などの取組について御講演をいただきま
した。
　次に、３グループに分かれ、新規就農者等の悩みや質問に対
し、各指導士や先輩農業者のSAP会員等からこれまでの経験を
生かした貴重な助言やアドバイスをいただくなど、悩み解決に
繋がるものとなりました。
　今後も指導士や関係機関・団体と連携し、新規就農者と情報
交換できる場を設定し、相互の交流を深める取組につなげてい
きます。
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6 【高千穂町・日之影町】きんかん目揃え会及び出荷説明会に参加

【出荷説明会】

7

【果樹産地協議会幹事会】

8 【管内】高千穂地区営農振興協議会果樹部会（第10回）の開催

【果樹技術員会】

9 【管内】高千穂地区果樹産地協議会委員会の開催

　15日、農業共済組合北部センター西臼杵支所において、標記
果樹部会を開催しました。
　会議では、生育状況及びきんかんの初日の価格について報告
しました。
　また、植物防疫協会の新規登録農薬実証展示事業について、
今年の実績報告及び来年の計画について協議を行いました。今
年度は３件の実証を行っており、全て農薬も薬害なく効果が見
られる調査結果となりました。
　今後も関係機関と連携して調査を行い、果樹振興に向けて支
援していきます。

【管内】高千穂地区果樹産地協議会幹事会の開催

　28日、普及センターにおいて、標記協議会委員会が開催されました。
　会議では、西臼杵地域の果樹の産地振興に向けて、果樹生産者の代表３名と関係機関・団体
が参加し、「果樹産地構造改革計画」の協議を行いました。各町の果樹生産の現状や課題につ
いて意見が出され、計画に記載した課題について状況把握が行われました。また、前回策定し
た計画の点検や産地協議会の規約を一部改正し、すべて承認されました。
　今後は、宮崎県青果物協会への書類提出を進めるとともに、計画について産地全体で共有
し、生産者と関係者が一体となり、魅力ある果樹産地づくりに向けて取り組んでいきます。

　９日、高千穂町田口野集荷場で、きんかんの目揃え会及び出
荷説明会が行われました。
　きんかんの生育は順調であり、昨年よりも肥大は良好で収量
も増加の見込みです。ＪＡ担当者からの出荷基準や要領の説明
の後、普及センターからは、６～７日に行った収量調査の個人
及び部会全体の結果について、説明を行いました。
　また、ほとんどの部会員が収穫時に臨時雇用をされているた
め、きんかんの収穫マニュアルを配布し、新規雇用者への作業
説明に活用するよう促しました。
　出荷が14日から始まり、15日に完熟きんかん「たまたま」が
解禁されました。出荷終了まできんかん部会の出荷が順調に進
むよう支援していきます。

　15日、農業共済組合北部センター西臼杵支所において、標記
幹事会を開催し、西臼杵地域の果樹振興の将来像を描く「果樹
産地構造改革計画」の策定に向け検討を行いました。検討で
は、各果樹品目毎の目標や産地協議会の規約の一部改正などに
ついて協議しました。
　本計画は、今後、委員会にて計画及び規約について承認をい
ただき、宮崎県青果物協会に提出されます。
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10 【管内】高千穂地区営農振興協議会花き部会（第10回）の開催

【花き技術員会】

2 プロジェクト（総合、専門）以外の普及活動(一般活動)

1 　西臼杵地区認定農業者協議会役員会の開催

【西臼杵地区認定農業者協議会役
員会】

2 西臼杵農業改良普及事業協議会幹事会の開催

【普及事業協議会幹事会】

　28日、普及センターにおいて、西臼杵地区認定農業者協議会
役員会を開催し、当協議会役員及び各町認定農業者担当者が出
席し、今年度の活動状況について検討しました。
　また、今後の地区協議会のあり方について協議した結果、今
年度をもって当協議会の廃止が決定されました。
　今後、協議会の廃止に向け残金配分などの手続きを行い、３
月初旬に臨時総会を開催する予定です。
　

　28日、普及センターにおいて、標記幹事会を開催し、関係機
関･団体から10名の幹事が出席しました。幹事会では、当協議
会の廃止に向けた手続きや、協議会残金の配分方法等に関する
検討を行いました。
　年度内に委員会を実施し、当協議会は正式に廃止となる予定
ですが、令和８年度からの普及指導活動への助言や御意見をい
ただく場としては、「西臼杵地域懇話会」を予定しています。

　15日、農業共済組合北部センター西臼杵支所において、標記
花き部会を開催しました。
　ラナンキュラスやスイートピーの出荷状況やホオズキの生育
状況のほか、ラナンキュラス現地検討会等の日程、「みやざき
花の祭典2026」にかかる準備、花き共進会の結果等について共
有しました。また、令和８年度から始まる長期計画（後期計
画）の普及センターの取組計画について説明を行いました。
　今後も関係機関・団体と連携し、高千穂地区における花き振
興に取り組んでいきます。
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